
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年４月３日                NO,４７６ 

 

 大東議員は３月定例市議会の一般質問で、創業支援、農林業の育成、都

市間交流と観光の拡充などで、地域経済を活性化させる取り組みをすすめ

るよう求めました。 

 市長は、「起業塾の卒塾生が起業に踏み出せるよう、伴走型の支援をした

い。創業支援として、資金の借り入れに伴う利子補給、保証料の補助を実

施し、沼田市創業支援事業計画が国の認定を得たので、国の補助金申請が

できるようになり、これらの活用も含め関係機関と連携を図って取り組み

たい」と答えました。 

 戦争法が施行された３月２９日、戦争法の発動を許さないとともに、廃

止を求めて、国会正門前で行動が取り組まれました。 

 「戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」の行動には、

３７，０００人が参加し、シールズと「安全保障関連法に反対する学者の

会」の行動では、さらに参加者は増え 

ました。 

 この日の国会前の集会には、日本共 

産党の山下書記局長や民進党の枝野幹 

事長、社民党の吉田党首、生活の党の 

玉城幹事長が連帯のスピーチをおこな 

いました。 

   大宝院塚 

 恩田町の旧国道 17 号 

を西に入ったところに、 

大宝院塚があり石宮と由 

来碑が建てられています。 

 この場所は、杉木茂左 

衛門の直訴状を書いたと 

いわれている新治の大宝 

院住職昌月法印が、直訴に助力した罪により「石子詰」の刑に

にされた場所と伝えられています。 

                   状橋地蔵 

               井土上町の沢の脇に、状橋地

蔵尊が祀られています。 

この地蔵尊は、杉木茂左衛門

が磔の刑に処せられる時、赦免   

状を携えた使者が、すでに茂左

衛門が処刑されたことを知り、

引き返した場所と伝えられて

います。 

その後、地元の人たちが、茂

左衛門の冥福を祈るために建

てたといわれています。 

 沼田市ではこれまで太陽光発電や太陽熱利用などの自

然エネルギー活用に補助金が出されてきましたが、４月

から木質ペレットストーブ、エネファーム、地中熱利用

システム、定置用リチウムイオン蓄電 

池システムなどの自然エネルギー活用 

にも補助金が出ることになりました。 

 詳しくは、市役所環境課（東原庁舎 

内）までお問い合わせください。 

 電話２３－２１１１（代表） 
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 3 月 27 日におこなわれた、菅原神社（硯田町）の春

季例大祭に合わせて薄根太々神楽が奉納されました。 

               薄根太々神楽は、沼田

市の重要無形文化財に指

定されており、古事記を

題材とした舞が披露され

ました。 

               会員が登場する、神様

や物語を解説しました。 


